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【
東
日
本
大
震
災
の
発
生
】

2
0
1
1
年
3
月
1
1
日

1
4
時
4
6
分
、
宮
城
県
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
.
0
の
大
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
最
大

4
0
ｍ
に
及
ぶ
大
津
波
が
発
生
、

東
北
地
方
と
関
東
地
方
の
太
平

洋
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
地
震
、
津

波
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
、

行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
方

は
1
8
、
4
5
5
人
に
上
り
ま

す
。地

震
は
津
波
の
被
害
だ
け
で

な
く
、
液
状
化
現
象
、
地
盤
沈

下
、
ダ
ム
の
決
壊
、
さ
ら
に
は

世
界
最
大
級
の
原
発
事
故
ま
で

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
一
連
の
震
災
は
「
東
日

本
大
震
災
」
と
呼
ば
れ
、
日
本

の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
に
も
大

き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

【
震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
】

こ
の
震
災
の
直
後
、
全
国
よ

り
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被

災
地
に
駆
け
つ
け
、
復
旧
、
復

興
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
の
直
後
は
汚
泥
や

が
れ
き
の
撤
去
、
物
資
配

布
や
健
康
維
持
等
の
直
接

的
な
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
避
難
所
か
ら

仮
設
住
宅
へ
の
移
行
、
災

害
公
営
住
宅
や
防
潮
堤
な

ど
の
整
備
が
進
み
、
街
が

再
建
さ
れ
て
い
く
に
連
れ

て
必
要
と
さ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
形
も
変
化
し
て

き
ま
し
た
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
作
り
、
子
育
て
環
境

の
支
援
、
商
店
街
の
再
生

や
再
建
企
業
の
販
路
開
拓

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
ニ
ー
ズ
も
間
接
的
で
多

様
化
し
て
き
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
の

推
移
】

し
か
し
、
そ
の
一
方
で

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数

は
震
災
直
後
の
2
0
1
1

年
5
月
を
ピ
ー
ク
に
年
々
、

減
少
し
、
2
0
1
6
年
2

月
に
は
ピ
ー
ク
時
の

1
5
％
程
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
表
１
参
照
）

震
災
か
ら
5
年
が
経
ち
、

被
災
地
を
訪
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
数
が
激
減
し
て

い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
人
々
の
間

で
、
「
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
関
心

が
薄
れ
て
い
る
こ
と
」
「
被

災
地
は
復
興
し
て
い
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

【
被
災
地
の
現
状
】

こ
の
5
年
と
い
う
時
間

の
経
過
の
中
で
、
被
災
地

の
復
興
は
進
ん
で
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
に
は
復

興
は
ま
だ
途
上
で
あ
り
、

地
域
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
の

ニ
ー
ズ
が
存
在
し
て
い
る

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

復
興
が
進
む
に
つ
れ
、

被
災
地
で
は
、
震
災
に
よ

り
家
や
家
族
を
失
っ
た
子

ど
も
達
へ
の
学
習
支
援
や

被
災
者
の
就
労
の
支
援
の

遅
れ
、
震
災
後
の
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
の

不
足
な
ど
、
公
的
な
制
度

で
は
目
が
行
き
届
か
ず
、

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
方

が
多
く
目
立
っ
て
き
て
い

ま
す
。

N
P
O
法
人
な
ど
が
こ

の
よ
う
な
方
々
の
支
援
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
行
政
や
企
業
な
ど
の

助
成
金
が
先
細
り
す
る
中

で
活
動
を
休
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
団
体
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
被
災
地
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
訪
れ
る

人
の
数
こ
そ
減
っ
て
は
い

ま
す
が
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
や
組
織
作

り
、
研
修
会
や
N
P
O
法

人
、
既
存
の
事
業
と
の

連
携
な
ど
様
々
な
形
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
復
興

に
向
け
て
の
取
り
組
み
が

日
々
、
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要

性
と
今
後
の
展
望
】

既
存
の
制
度
に
囚
わ
れ

な
い
支
援
を
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
は
復
興
途
上
の
被
災

地
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
関
心
を
持
っ
て
支
援
を

続
け
る
こ
と
」
に
よ
っ
て

誰
か
の
助
け
に
な
れ
る
状

況
が
被
災
地
に
は
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

あ
の
未
曾
有
の
震
災
か
ら

５
年
、
被
災
地
は
一
歩
ず

つ
着
実
に
復
興
へ
向
け
前

進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
が
今
後
も
被
災
地

の
復
興
に
と
っ
て
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

┬「重症心身障害児・者」の方の入所施設

重症心身障害とは、「重度の知的障害と重度の肢体不自由を

併せ持った状態」を言います。当園の利用者様は、常時介護と、

医療的なケアが必要な方です。寝たきりで身体を動かすことが難

しい方、言葉やジェスチャー、表情で想いを表すのが難しい方も

いらっしゃいます。とても口達者な方、手先が器用な方、歩いたり

走ったり出来る方もいらっしゃいます。それぞれに出来る形でコミュ

ニケーション方法や日々の楽しみを見つけています┼┐

┬施設の特徴

定員１２０名で、下は乳幼児から上は６５歳以上の方まで、幅広い年齢層の

方が生活されています（平均年齢は４０歳以上）。また、先に述べたとおり、当園

は「医療的ケア」を必要とされている方が対象の施設です。そのため、医療設備

等がある、医師や看護師が２４時間常駐している等、福祉施設でありながら

病院機能も持っていることが大きな特徴です。

┬どんなボランティアがあるの？

活動内容は様々です♪たとえば・・・

〇お話相手 〇創作活動（工作、ちぎり絵・ぬりえ、利用者様の作品作成補助）

〇お散歩 〇ゲーム（トランプ、オセロ） 〇レクリエーション（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ、病棟内での活動への参加）

〇ボランティアの方の趣味や特技披露 例：ダンス、音楽会（歌、ピアノやオカリナ等の楽器演奏） など…

いずれにしても、特別な知識や技術は必要ありません。「ちょっと行ってみようかな、やってみようかな」という気持ち

だけあれば十分です！お一人からの見学でも大歓迎ですので、興味のある方はぜひお問い合わせください！

（ボランティア数の推移）

2011年5月 182,400人

2012年3月 32,100人

2013年3月 12,600人

2014年3月 7,900人

2015年3月 5,400人

2016年2月 2,800人

東日本大震災から５年、
ボランティアの今…

（表１）

法人ホームページ（http://www.jiaikai-fuk.or.jp/）や慈愛会Facebookも随時更新中♪♪


